
バックオフィス業務
デジタル化事例紹介

本資料では、中小企業におけるバックオフィス業務のデジタル化事例を紹

介します。デジタルトランスフォーメーションは、現代の企業にとって不

可欠です。

株式会社Gron



日本の中小企業が直面する課題

1 競争の激化

グローバル化や市場の急激な

変化により、中小企業は厳し

い競争にさらされています。

2 人手不足

少子高齢化や人材獲得競争の

激化により、人材不足は深刻

な問題となっています。

3 コスト増加

原材料価格の高騰や人件費の

上昇により、企業の収益は圧

迫されています。

4 業務効率の低さ

従来のアナログな業務プロセ

スでは、時間とコストの無駄

が多く発生しています。



業務の非効率性と人手不足の問題

手作業による業務

多くの企業では、データ入力や書類作

成などの業務が手作業で行われていま

す。これは、時間と労力を無駄にする

だけでなく、ミス発生のリスクも高ま

ります。

情報共有の難しさ

紙ベースの資料やメールでのやり取り

では、情報共有が遅れがちです。必要

な情報がすぐに手に入らず、意思決定

が遅れる場合があります。

人材不足による業務負担

人材不足により、従業員の負担が大き

くなり、モチベーション低下や離職に

つながる可能性があります。



デジタルトランスフォーメ
ーションの重要性

1 業務効率化

デジタルツールを活用することで、業務の自動化や効率化を実現できます。

2 コスト削減

業務の効率化により、人件費や時間コストを削減できます。

3 顧客満足度向上

迅速な対応や質の高いサービスを提供することで、顧客満足度を高められます

。

4 競争力強化

デジタルトランスフォーメーションによって、企業は新たなビジネスチャンス

を創出することができます。



業務プロセスの自動化

RPA

RPA (Robotic Process Automation) は、ソフトウェアロボッ

トを使用して、反復的な業務を自動化します。

AI

AI (人工知能) は、データ分析や予測に基づいて、より複雑な
業務を自動化します。

クラウドサービス

クラウドサービスは、必要な時に必要なリソースを利用でき

るため、コスト削減や柔軟な運用を実現します。



RPA導入による効率化事例

業務内容 従来の処理時間 RPA導入後の処理時
間

請求書処理 1時間 10分

データ入力 2時間 30分



クラウドソリューション
の活用

データ管理

クラウド上のデータベースを利用する

ことで、データの安全な保管と効率的

な管理を実現できます。

情報共有

クラウドベースのコミュニケーション

ツールを活用することで、リアルタイ

ムの情報共有を促進できます。

セキュリティ強化

クラウドサービスは、高度なセキュリ

ティ対策が施されているため、データ

漏洩のリスクを軽減できます。

柔軟な運用

クラウドサービスは、必要な時に必要

なリソースを利用できるため、コスト

削減と柔軟な運用を実現します。



デジタル化を実現
するためのポイント

経営層のコミットメント

デジタルトランスフォーメーシ

ョンは、経営層の強い意志とコ

ミットメントが不可欠です。

従業員の意識改革

デジタル化への抵抗感を取り除

き、従業員の意識改革を推進す

る必要があります。

適切なツール選定

自社のニーズに合わせた最適な

デジタルツールを選択すること

が重要です。

継続的な改善

デジタル化は、一度導入すれば

終わりではありません。継続的

な改善と進化が必要です。


